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険
路
、
奥
穂
・
西
穂
間
を
一
泊
二
日
で
行
く

─
─
新
穂
高
・
白
出
沢
ル
ー
ト
を
使
っ
た
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
越
え

ャ
ン
ダ
ル
ム
─
─
言
わ
ず
と
知
れ
た
北
ア
ル
プ
ス
・
奥
穂
高

岳
に
寄
り
添
う
穂
高
連
峰
の
番
兵
で
あ
る
。
紅
葉
で
名
高

い
涸
沢
銀
座
か
ら
ザ
イ
テ
ン
グ
ラ
ー
ト
を
登
り
、
奥
穂
高
岳
の
頂

か
ら
さ
わ

上
を
極
め
る
登
山
者
は
数
多
い
が
、
そ
の
先
に
聳
え
る
ジ
ャ
ン
ダ

き
わ

そ
び

ル
ム
、
更
に
彼
方
の
西
穂
高
岳
を
目
指
す
登
山
者
と
な
る
と
、
そ

か
な
た

の
数
は
め
っ
き
り
減
る
。

昨
年
、
新
穂
高
温
泉
・
西
俣
谷
ル
ー
ト
を
使
っ
て
槍
穂
縦
走

に
し
ま
た
だ
に

─
─
大
キ
レ
ッ
ト
越
え
を
果
た
し
た
私
は
、
今
回
、
大
キ
レ
ッ
ト

を
も
凌
ぐ
と
言
わ
れ
る
こ
の
天
下
の
険
を
、
前
回
下
山
に
利
用
し

し
の

た
白
出
沢
を
使
っ
て
一
泊
二
日
で
制
覇
し
た
。

し
ら
だ
し
さ
わ

２
０
０
８
年
９
月
８
日
午
前
６
時

分
。
前
日
深
夜
、
新
穂

30

高
入
り
し
て
い
た
私
は
、
雲
厚
く
多
少
霧
さ
ぶ
る
中
、
独
り
出
発

し
た
。

出
発
か
ら
１
時
間
半
。
白
出
沢
出
合
へ
と
着
く
。
昨
年
は
下
り

で
あ

い

く
だ

に
使
っ
た
白
出
沢
を
今
回
は
登
り
に
使
う
。

沢
を
跨
ぐ
重
太
郎
橋
ま
で
は
樹
林
帯
の
中
を
進
む
の
だ
が
、
霧

ま
た

じ
ゆ
う
た
ろ
う
ば
し

雨
で
足
下
が
濡
れ
滑
り
易
い
。
そ
れ
に
も
増
し
て
気
に
な
る
の
は

あ
し
も
と

す
べ

や
す

沢
の
水
量
で
あ
る
。
「
重
太
郎
橋
」
と
は
言
う
も
の
の
、
立
派
な

橋
が
架
か
っ
て
い
る
訳
で
は
無
い
。
手
摺
り
は
無
く
、
単
な
る
角

か

て

す

材
が
渡
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
増
水
時
に
は
水
没
し
て
し
ま
う
事

あ
の
大
キ
レ
ッ
ト
を
も
凌
ぐ
と
言
わ
れ
る
北
ア
ル
プ
ス
─
─
奥
穂
・
西
穂
縦
走
。

険
路
「
馬
の
背
」
に
、
穂
高
連
峰
の
番
兵
「
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
」。

昨
年
、
二
泊
三
日
で
大
キ
レ
ッ
ト
を
制
覇
し
た
私
は
、
再
び
、
新
穂
高
温
泉
を

ベ
ー
ス
に
、
白
出
沢
ル
ー
ト
を
使
っ
て
、
こ
の
難
路
を
一
泊
二
日
で
制
覇
し
た
。

竹
下
義
朗
＝
文
・
写
真

T
ex
t
an
d
P
h
o
to
g
rap
h
b
y
T
ak
esh
ita,Y

o
sh
iro

ジ

奥
穂
高
岳
頂
上
よ
り
望
む
ロ
バ
の
耳
と
穂
高
の
番
兵
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム

ジャンダルムより望む西穂高岳・焼岳・乗鞍岳・御岳山
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も
稀
で
は
無
い
。
幸
い
水
没
は
免
れ
て
い
た
が
、
昨
冬
の
降
雪
量

ま
れ

ま
ぬ
か

が
思
っ
た
以
上
に
多
か
っ
た
の
か
雪
渓
が
残
っ
て
い
る
。

せ
つ
け
い

取
り
敢
え
ず
、
重
太
郎
橋
を
渡
っ
た
私
だ
が
、
ゆ
っ
く
り
休
ん

で
も
い
ら
れ
な
い
。
沢
の
右
岸
は
岸
壁
に
寄
り
添
う
狭
い
廊
下
が

暫

く
続
く
の
だ
が
、
こ
の
辺
り
は
落
石
危
険
箇
所
で
、
実
際
、

し
ば
ら

あ
た

比
較
的
新
し
い
崩
落
痕
が
あ
る
。
休
み
た
い
の
は
山
々
だ
が
、
こ

あ
と

こ
は
先
を
急
ぐ
。

午
前

時
半
。
樹
林
帯
を
抜
け
荷
継
小
屋
跡
に
着
く
。
こ
こ
か

に
つ
ぎ

10

ら
今
回
の
宿
、
穂
高
岳
山
荘
の
建
つ
白
出
の
コ
ル
ま
で
は
ガ
レ
場

し
ら
だ
し

の
急
登
が
続
く
。
一
見
手
前
の
ガ
レ
場
を
登
り
た
く
な
る
が
、
こ

れ
は
荷
継
沢
。
白
出
の
コ
ル
へ
は
奥
の
白
出
沢
を
登
る
。
今
回
、

に
つ
ぎ
さ
わ

こ
の
辺
り
で
ガ
ス
に
巻
か
れ
る
事
し
ば
し
ば
だ
っ
た
が
、
く
れ
ぐ
れ

も
ル
ー
ト
を

誤

ら
な
い
よ
う
注
意
し
た
い
。
視
界
不
良
時
に
は
足

あ
や
ま

を
止
め
、
不
必
要
に
動
か
な
い
の
も
、
安
全
な
登
山
に
は
必
要
な

事
で
あ
る
。

ガ
ス
の
為
に
余
計
な
時
間
を
消
費
し
た
も
の
の
、
午
後
２
時
半
、

無
事
に
穂
高
岳
山
荘
に
到
着
。
稜
線
に
は
最
早
ガ
ス
は
無
く
、
小

も
は
や

さ
く
見
え
る
涸
沢
カ
ー
ル
と
屏
風
の
様
な
前
穂
高
岳
が
出
迎
え
て

び
よ
う
ぶ

く
れ
た
。
そ
し
て
日
没
。
飛
騨
の
名
峰
、
笠
ヶ
岳
に
夕
陽
が
沈
み
、

ひ

だ

か
さ

ゆ
う
ひ

３
千
メ
ー
ト
ル
の
稜
線
が
夜
の
静
寂
に
包
ま
れ
る
中
、
私
は
薪
ス

し
じ
ま

ま
き

ト
ー
ブ
を
囲
む
岳
人
の
輪
の
中
で
、
明
日
目
指
す
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム

に
思
い
を
馳
せ
た
の
だ
っ
た
。

は

明
朝
午
前
５
時

分
。
雲
一
つ
無
い
晴
天
の
中
、
東
の
彼
方
、

20

安
曇
野
を
覆
う
雲
海
の
中
か
ら
朝
日
が
昇
る
。
予
報
で
は
天
気
の

あ

づ

み

の

崩
れ
る
心
配
は
無
く
一
日
快
晴
だ
そ
う
だ
。
こ
れ
は
幸
先
が
良
い
。

何
と
言
っ
て
も
北
ア
ル
プ
ス
屈
指
の
険
路
を
こ
れ
か
ら
行
く
の
だ
。

好
天
は
何
に
も
増
し
て
有
り
難
い
。

が
た

１ 穂高岳山荘より望む涸沢カールと前穂高岳 ２ モルゲンロートに染まる涸沢岳と北穂高岳 ３ ジャンダルムより仰ぐ涸沢岳・

北穂高岳・槍ヶ岳 ４ 穂高岳山荘より拝す御来光 ５ 西穂独標より仰ぐピラミッドピーク・西穂高岳・赤石岳・天狗の頭
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午
前
７
時
。
宿
を
発
っ
て
最
初
の
ピ
ー
ク
、
穂
高
の
盟
主
に
し

た

て
日
本
第
三
位
の
高
峰
、
奥
穂
高
岳
の
頂
上
を
踏
む
。
ほ
と
ん
ど

の
登
山
者
は
こ
こ
か
ら
元
来
た
道
を
帰
る
か
、
吊
尾
根
を
経
て
前

つ
り

お

ね

へ

穂
高
岳
へ
向
か
う
の
だ
が
、
私
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
奥
穂
・
西

穂
縦
走
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
穂
高
の
番
兵
、
標
高
３
１
６
３
メ
ー

ト
ル
の
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
へ
と
進
む
。

奥
穂
を
発
っ
て
、
い
き
な
り
現
れ
る
の
が
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
の
「
馬

の
背
」
で
あ
る
。
大
キ
レ
ッ
ト
の
「
飛
騨
泣
き
」
を
遙
か
に
凌
ぐ

し
の

険
路
を
通
過
し
な
い
事
に
は
、
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
へ
辿
り
着
く
事
は

た
ど

出
来
な
い
。
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
馬
の
背
と
ロ
バ
の
耳
を
ク
リ

ア
。
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
は
私
を
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
の
頂
上
は
予
想
以
上
に
広
い
。

滅
多
に
巡
り
会
え
な
い
日
本
晴
れ
の
中
、
私
は
３
６
０
度
広
が
る

大
パ
ノ
ラ
マ
に
夢
中
で
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
続
け
た
。
と

は
言
え
、
い
つ
ま
で
も
休
ん
で
い
る
訳
に
も
い
か
な
い
。
今
日
は

長
丁
場
な
の
だ
。
私
は
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
、
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
を
後

な
が
ち
よ
う
ば

な
ご
り

お

あ
と

に
、
先
を
急
い
だ
。

こ
こ
か
ら
先
、
西
穂
高
岳
ま
で
は
、
岩
畳
尾
根
の

頭

、
天
狗

あ
た
ま

の
頭
、
間
ノ
岳
、
赤
石
岳
と
幾
つ
も
の
ピ
ー
ク
を
越
え
て
行
か
ね

あ
い

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
間
、
鎖
場
に
ハ
シ
ゴ
、
垂
直
な
岸
壁
に
不
安

定
な
浮
き
石
と
危
険
な
箇
所
の
連
続
で
あ
る
。
進
め
ば
進
む
程
、

ス
タ
ミ
ナ
を
消
耗
し
て
い
く
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
神
経
も
す
り

減
る
。
一
瞬
の
気
の
緩
み
が
単
独
山
行
で
は
命
取
り
に
な
る
の
で
、

ゆ
る

気
が
抜
け
な
い
。
そ
れ
で
も
、
西
穂
高
岳
の
頂
上
が
眼
前
に
現
れ

た
時
に
は
、
今
ま
で
の
疲
れ
も
一
気
に
吹
き
飛
ん
だ
。

午
後
０
時

分
。
西
穂
高
岳
の
頂
上
に
立
つ
。
今
回
の
目
的

15

で
あ
る
奥
穂
・
西
穂
縦
走
の
達
成
で
あ
る
。
こ
れ
で
昨
年
の
大
キ

６

７

８

６ 穂高岳山荘より沈む夕陽を拝す 飛騨の名峰・笠ヶ岳とのコントラストが美しい ７ 新穂高より奥穂高岳に至る最短路・

白出沢のガレ場 ８ 奥穂高岳からジャンダルムへの行く手に立ちはだかる馬の背のナイフリッジ
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レ
ッ
ト
越
え
と
合
わ
せ
、
二
年
越
し
で
槍
ヶ
岳
か
ら
西
穂
高
岳
ま

で
縦
走
し
た
事
に
な
る
。
感
慨
も
一
入
だ
。

ひ
と
し
お

こ
こ
か
ら
西
穂
山
荘
ま
で
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
ピ
ー
ク
、
西
穂
独

標
、
丸
山
と
ま
だ
ま
だ
続
く
の
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
奥
穂
・
西

穂
間
に
比
べ
れ
ば
も
の
の
数
で
は
無
い
。

午
後
２
時

分
、
槍
穂
連
峰
で
唯
一
通
年
営
業
し
て
い
る
西
穂

20

山
荘
に
着
く
。
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
山
頂
駅
、
標
高
２
１
５
６

メ
ー
ト
ル
の
西
穂
高
口
駅
か
ら
１
時
間
と
言
う
立
地
も
手
伝
っ
て

か
、
登
山
者
に
混
じ
っ
て
、
ご
く
普
通
の
観
光
客
も
寛
い
で
い
る
。

く
つ
ろ

こ
こ
の
名
物
は
何
と
言
っ
て
も
西
穂
ラ
ー
メ
ン
。
涸
沢
小
屋
の
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
に
北
穂
と
西
穂
の
ラ
ー
メ
ン
等
と
言
う
と
「
う
っ

か
り
八
兵
衛
」
か
と
笑
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
山
で
は
雄
大

な
景
色
を
堪
能
す
る
の
も
当
然
だ
が
、
そ
こ
で
し
か
食
べ
る
事
の

出
来
な
い
名
物
を
口
に
す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
今
回
の
山
行
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
西
穂
山
荘
を
後
に

あ
と

し
た
私
は
、
西
穂
高
口
駅
へ
と
歩
を
進
め
る
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と

並
行
す
る
旧
ボ
ッ
カ
道
の
下
山
路
は
現
在
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
必
然
的
に
新
穂
高
温
泉
へ
の
下
り
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
お
世

く
だ

話
に
な
る
の
だ
が
、
下
り
最
終
便
の
発
車
は
午
後
４
時

分
。
こ

45

れ
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

午
後
３
時

分
。
西
穂
高
口
駅
の
展
望
台
で
槍
穂
連
峰
の
雄

45

姿
を
目
に
焼
き
付
け
た
私
は
、
東
洋
一
の
規
模
を
誇
る
新
穂
高
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
に
滑
り
込
み
、
新
穂
高
温
泉
へ
と
下
山
。

す
べ

今
回
も
昨
年
と
同
様
、
帰
り
道
に
あ
る
露
天
風
呂
の
み
の
日
帰

り
温
泉
「
ひ
が
く
の
湯
」
で
二
日
間
の
汗
を
流
し
、
奥
飛
騨
に
別

れ
を
告
げ
た
の
だ
っ
た
。

ジャンダルム頂上にて槍ヶ岳をバックに

山行アドバイス

新穂高温泉から奥穂高岳への最短路である白出沢ルートは登山者が少ない

マイナーなルート。増水期や大雨の後などには、白出沢にかかる重太郎橋

が水没し予期せぬ徒渉を強いられる。又、荷継小屋跡からのガレ場は手前

の荷継沢を登りたくなるが、穂高岳山荘へ至る白出沢は奥側なので要注意。

一方、奥穂高岳から西穂高岳への縦走路は、馬の背等の痩せた岩稜帯や

幾つものピークが連なる北アルプスでも屈指の難ルート。初心者のみでの

入山を控える事は言うに及ばず、気象状況や体調によってはセルフレスキュ

ーの観点から、経験者や熟達者であっても縦走を見送る勇気を持って欲しい。

宿泊・休憩

穂高岳山荘 50578-82-2150 西穂山荘 5０２６３-９５-２５０６

ロープウェイ 立ち寄り温泉

新穂高ロープウェイ 50578-89-2252 ひがくの湯 50578-9-2855

コースタイム

第一日目 新穂高温泉（50分）穂高平（45

分）白出沢出合（１時間15分）重太郎橋（１時

間10分）荷継小屋跡（4時間）穂高岳山荘（泊）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥計8時間

第二日目 穂高岳山荘（1時間）奥穂高岳

（30分）ロバの耳（30分）ジャンダルム

（45分）岩畳尾根の頭（55分）天狗のコル

（20分）天狗の頭（55分）間ノ岳（1時間5分）

赤石岳（15分）西穂高岳（1時間）ピラミッド

ピーク（15分）西穂独標（30分）丸山（20分）

西穂山荘（1時間10分）新穂高ロープウェイ

西穂高口駅‥‥‥‥‥‥‥‥‥計９時間30分

＊コースタイムは天候の状況やパーティの力

量、休憩時間により大きく変わるので注意。又、

西穂高口駅から新穂高温泉へは新穂高ロープ

ウェイを利用する事になるので、下り最終便の

発車時刻は必ず事前に確認しておく事。
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